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博士論文内容の要旨及び博士論文審査結果の要旨 
 
博士論文内容の要旨 
 本論文では｢後天性眼球運動障害（AOMD）｣に及ぼす視能矯正による効果を客観的
に判定する指標として、身体平衡機能検査の開発を行った研究である。バランスマ
スターを用い、用いる視野情報が異なる条件で静的身体平衡機能（重心位置と重心
動揺）を健常若年者および健常中高年者に測定し、標準値を求めた。次に AOMD 患者
も同様な条件、同様な測定を行い、視能矯正前後を比較し、視能矯正により健常者
の標準値に近づけることが可能かを検討した。対象は核および核下性麻痺の AOMD 患
者、若年者 10 名（平均年齢 23.6 歳）、中高年者 16 名（平均年齢 54.6 歳）であっ
た。研究の結果、①AOMD 患者の静的身体平衡機能（重心位置と重心動揺）値は、検
査者の主観的な治癒判定と同様に、視能矯正後に健常者のそれぞれの標準値と近似
した値を示し、改善した。②静的身体平衡機能の改善において、AOMD 患者の若年者
と中高年者では用いる視野情報の違い（開眼条件と視覚フィードバック条件）が観
察された。これらの差異を説明するためには、身体平衡を保つうえで必要な視覚情
報は単純な視野の広がりの情報ではなく、有効視野の広がりの概念が必要であると
指摘した。 
 
 
博士論文審査結果の要旨 
 本研究は、いままで視能矯正効果を検査者の主観的な評価でしか行われなかったものを、
バランスマスターを用いた静的身体平衡機能（重心位置と重心動揺）の値から、視能矯正効
果を客観的に捉えようとする新たな試みである。審査会ではこの研究の妥当性をより明確に
するため、予備審査会の時に指摘された点の修正を確認すると共に、次の 2 点の追記を求め
た。 
①バランスマスターを使用して得られた視能訓練効果の数値と、今までの視能矯正治療前後
の効果の指標との関連性について追記する。 
②静的身体平衡機能には視覚情報と視覚系以外の情報（筋力や平衡覚など）が関連する。
本研究では AOMD 患者は視覚障害だけであること追記する。 
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